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1．廃液管理部門
1－1　無機廃液
　四半世紀近くにわたり，岡山大学の環境管理に大変ご尽力を頂いた藤元氏が昨年退官されて，新たなメ
ンバーによる廃液処理がスタートし，装置の維持管理面など，少々とまどいながらの一年が過ぎた。この
一年大学における廃液処理は，ダイオキシン類対策特別措置法の施行による有機廃液の処理問題をきっか
けに大きな変革の時期にある。また循環型社会形成推進基本法の理念である廃棄物等の発生抑止，特定化
学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律（PRTR法）に基づく廃棄物中の化
学物質管理対策等についての考慮と合わせて，より一層の廃液管理，廃棄物管理が求められるであろう。
　無機廃液の搬入量は，年間約10，000　e前後で大きな増減はない。
　しかしながら，昨年度に引き続きある種の重金属類濃度が極端に高い濃度を示す無機廃液が搬入されて
おり，平成12年度は亜鉛，クロム等の金風三度が極端に高い廃液が搬入された。さらに高濃度の錯シアン
を含む廃液の搬入も確認された。この錯シアン化合物の廃液では，シアン基換算で10g／2（排水基準の
100，000倍）の濃度が検出されている。錯シアン化合物はその安定性ゆえに，次亜塩素酸ソーダー等による
酸化分解は期待できず，常温亜フェライト化法を併用するなど対策を講じてはいるが，排水基準をクリア
することは容易ではない。これら処理困難性廃液が搬入されているため，経年の無機廃液搬入量が横這い
かあるいは減少しているにもかかわらず，1処理単位当たりの無機廃液処理量が減少してきている。各技
術指導員の方々には，無機廃液発生の実験・研究の内容把握並びに貯留濃度の確認をお願いするとともに，
重金属類，シアン廃液といった同じ分類の廃液であっても実験内容で分けることが可能な場合には，分別
貯留をお願い致します。
　平成12年度の無機廃液の部局別年間搬入量を表1，最近10年間の年度別無機廃液搬入量の推移を図1に
示す。平成12年度は，一般重金属類廃液の処理を25バッチ，水銀廃液1回，シアン廃液2回の計28バッチ
の処理を行った。
表1　平成12年度無機廃液部局別搬入量 （単位：の
種　別 期別 遺伝 固地 教育 理 医 歯 薬 工 環理 農 資研学務 環セ大院 津専 合計
前期 0 0 320613 10520 1561700 730 300　300170 0 0 4174重金属 後期 0 0 0452 90 0 160 1863 1282200 90　360180 0 0 4697
前期 0 0 0 20 52 0 10 5 50 0　　0 15 0 0 277水　銀 後期 0 0 0 0 0 o 0
110
@0 60 20 0　　0 20 0 0 100
前期 0 0 20 37 23 0 0 6 0 0 0　　20 50 0 0 156
シアン 後期 0 0 0 2 20 0 50 20 6 0 0　　0 60 0 0 153
部局別計 0 0 3401124290 20 3713699 2083300 90　680495 0 0 9557
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　　　図1　最近10年間の無機廃液搬入量の推移
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1－2　有機廃液
　平成12年度は，有機廃液排出者の方（技術指導員）から廃液処理の日程に関する問い合わせが多くあった。
できる限りこれらのご要望に答えるよう処理装置の運転期間を長くし，有機廃液搬入量及びその処理量，
処理日数とも過去最高を記録したものの，それでもなお多くの有機廃液が次年度へ繰越となっている。
　現状として処理日数は140日を越えており，1年を通して週のうち3日は有機廃液処理装置が稼動してい
る計算になる。夏期の高温期に有機溶媒を扱うには安全性を十分に担保できない，冬期の低温期は配管の
凍結による事故防止のために，処理装置を一時停止しているが，処理期間とされる間はほぼ毎日稼動して
いるといっても過言ではない状況にある。
　今後とも難燃性水系廃液を中心として有機廃液の発生量が増加するものと思われ，早急に対策を検討す
る必要があると考えている。有機廃液排出者の方には今しばらく理解をお願い致します。
　平成12年度の有機廃液の部局別年間搬入量を表2，有機廃液部局別処理量を表3，および最近10年間の
年度別搬入量の推移を図2，同処理量の推移を図3に示す。
表2　平成12年度有機廃液部局別搬入量 （単位：の
種　別 期別 遺伝固地 教育 理 医 歯 薬 工 環理 農 資研 学務 環セ 大院 三朝 合計
非ハロ
Qン系
前期 0　　0 0 880 280 91042101080 0 ?0 0 7360
後期 0　　20 0 610185 63135053351070 300
??
0 0 8943
含ハロ
Qン系
前期 0　　0 0 60 150 0 65 0 0 0 0
後期 0 0 480117 0
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S40
140 40 30 0
?
0
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W77
前期 Q
??
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含水系
後期 0 0 195
560
S702321401670 470 0 0 0 0 3177
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表3　平成12年度：有機廃液部局別処理量 （単位：e）
種　別 期別 遺伝 固地 教育 理 医 歯 薬　　工 環理 農 資研 学務環セ 大院 津専 合計
前期 0 0 0 1610700 0 24804540 17700 0 0 0 0 011100燃　焼
?@理 後期 0 120 0 1580 61060 15806490 2130520220 0 0 0 0 13310
前期 0 0 0 6102590 0 4400 108202820 0 0 0 0 0 021240難燃性
?@理 後期 0 0 0 1240 380014705880151302720 0 0 0 0 0 0 30240
部局別計 0 120　　05040 7700153014340 36980944 520220 0　　0 0 0 75890
前期：平成エ2年3月23日～7月26日（処理日数59日）
後期：平成12年9月4日～平成13年3月30日（処理日数84日）
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図2　最近10年間の有機廃液搬入量の推移
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　　　図3　最近10年間の有機廃液処理量の推移
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1－3　有機廃液処理設備のダイオキシン類濃度
　環境管理センターにある有機廃液処理設備は，ダイオキシン類対策特別措置法施行にともない特定施設
となり，有機廃液を焼却処理することにより発生する排ガス，焼却処理で生じる焼却残瑳（燃え殻）等のダ
イオキシン類濃度の測定が平成12年度より義務づけられている。
　平成12年6月6日に排ガス，同9月5日に燃え殻の試料採取を行った。排ガス測定当日は，可燃性溶媒
として酢酸エチル，ヘキサン，アセトン等の混合溶媒に塩素濃度として3％前後となるようクロロホルム
を添加した溶媒を用い，難燃性廃液としては，アセトニトリル系の水系廃液を用いた。ダイオキシン類の
測定結果を表4に示す。
　また有機廃液焼却で発生する排ガスの洗浄排水（洗煙排水）及びその排永を処理している場合の処理水に
ついても，特定施設の届出事項となっているためダイオキシン類濃度測定を行った。試料採取は平成12年
6月6日に洗煙排水，同6月7日にその処理水について行われた。
　岡山大学では，洗煙排水は全て量無機廃液処理施設で処理されてから排水されている。
表4　有機廃液焼却設備のダイオキシン類濃度
　排　ガ　ス
ing－TEQ／N㎡）
燃　え　殻
ing－TEQ／9）
洗　煙　排　水
iP9－TEQ／の
守門排水処理水
iP9－TEQ／の
総PCDDs 0．00067 0．0094 11 0，030
総：PCDFs 0，028 0，019 32 0，055
総コプラナーPCB 0．0069 0．0014 0．90 0，074
総ダイオキシン類 0，036 0，030 44 0．16
排出基準等 10 一 一 （10）
注）PCDDs：ポリ塩化ジベンゾーパラージオキシン類
　　PCDFs：ジベンゾフラン類
　　排出基準等にある排水の基準10pg－TEQ／eは，当処理設備からの排水に直接の適用はない
　排ガス中のダイオキシン類濃度は，0．036ng－TEQ／N㎡と排出基準を大きく下回っていた。三三排水で
排水の基準である10pg－TEQ／eを超過しているものの，その洗煙排水処理水については基準以下であっ
た。
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1－4　写真廃液
　　写真廃液は，平成12年10月5日および6日に収集した。今年度の収集量は，昨年度とほぼ同量でここ
数年比較的安定した量で推移している。
　収集された写真廃液は，平成12年12月12日に現像廃液，平成13年2月26日にそれぞれ業者委託処分を行った。
　平成12年度の写真廃液部局別搬入量を表5，最近10年間の搬入量推移を図4に示す。
表5　平成12年度写真廃液部局別搬入 （単位：kg）
種　別 学務 保管 ア総教育 理 医　　歯 薬 工 環理 農 資研 大院 合計
現像廃液 142 92 179 0 242677178 164 246120 6220 0 2122
定着廃液 33 100136 0174409184 42 16618 3720 0 1319
部局別計 175 192315 0 416 1086 362206412138 99 40 0 3441
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2．排水管理部門
　岡山大学津島地区からの排水は，実験洗浄排水（実験洗浄系流しからの排水），生活排水（生活系流し
からの排水およびし尿）および雨水に大別される。実験洗浄排水については，部局毎に常時pHを測定し，
生活排水については，合併浄化処理を行っている。津島地区は，北団地，東団地および西団地の3つのブ
ロックに分かれているが，実験洗浄排水および合併処理水は各団地の流末に設置された最終放流槽で合流
した後，各団地ごとに公共用水域へ放流されている（最終放流水）。雨水については，そのまま公共用水
域に排出されている。
　最終放流水および実験洗浄排水については，毎月水質測定を行っている（定期分析）。定期分析日14時
に各部局水質管理員および環境管理センター職員の立ち会いの上で採水を行い，業者による分析を行って
いる。また，経時変化をみるため，定期分析日の10時および翌日14時にも採水を行い，環境管理センター
で分析を行っている。
2－1　最終放流水
　（1）水質分析結果
　表6に平成12年度の最終回流水の水質分析結果（定期分析日14時採水分のみ）を示す。
　生活環境項目では，BODについて，岡山県上乗せ排水基準の最大値の超過および日間平均値の超過が
あった（最大値超過：北団地1回，日間平均超過：北団地2回）。全窒素および全りんの項目について，
岡山県上乗せ排水基準の日間平均値の超過があった（全窒素：北，西団地各1回，全りん：北団地2回，
東団地3回，西団地2回）。有害物質では，排水基準を超過した項目はなかったが，ジクロロメタンが北
団地で2回，西団地で5回検出されている。そのうち3回は排水基準の1／10（環境基準と同値）を越えて
おり，注意が必要である。
　（2）汚濁負荷量等計測結果
　図5に平成12年度の津島地区のCOD値に係わる汚濁負荷量と排水量の測定結果を示す。
　平成12年度の平均排水量は701㎡／日で，11年度に比べて増加した。排水量が周期的に増減しているのは，
平日と土・日曜日で排水量に差が出るためである。また，排水量が突出している日があるのは，大雨によっ
て雨水が排水管経路へ流入したためである。
　平均汚濁負荷量は6．2kg／日，平均COD値は8．8mg／eで，ともに11年度に比べて減少した。
2－2　部局実験洗浄排水
　（1）pH異常発生件数
　表7に平成12年度のpH異常発生件数：を，図6にpH異常年間発生件数の推移を示す。
　pH異常については，平成10年度は過去最低の発生件数であったが，11年度以降増加に転じている。
　pH異常は，　pHのみが問題ではなく，同時に有害物質の取り扱い等にも誤りがあった可能性があるので，
注意する必要がある。
一42一
　（2）実験洗浄排水の水質調査
　実験洗浄排水については，過去5年間に最終放流水で排水基準の超過等があった項目（BOD，　COD，
大腸菌群数，全窒素，全りん，全水銀，ジクロロメタン，1，2一ジクロロエタンおよびベンゼン）の分析
を行った。BODについては，前年度同様多くの部局で排水基準値を超過しており，あまり改善が見られ
なかったが，大腸菌群数については，前年度に比べて異常回数が減少しており改善が見られた。ジクロロ
メタンについては，排水基準値を超過した部局があり，ジクロロメタンの使用方法について再確認する必
要がある。またベンゼンについては，排水基準値を超過することはなかったが，数回検出されている。
　平成13年7月に水質汚濁に係る排水基準の有害物質項目として「ほう素及びその化合物」，「ふつ素及
びその化合物」および「アンモニア，アンモニウム化合物，亜硝酸化合物及び硝酸化合物」の3項目が，
追加された。今後，これらの物質の取り扱いについても注意しなければならない。
　津島地区周辺では下水道が整備されっっあり，数年のうちには下水道に接続することになっている。そ
の際には，実験洗浄排水は生活排水とは分けて排出される予定である。今まで実験洗浄排水に有害物質が
含まれていた場合でも，公共用水域に放流されるときには生活排水の合併処理水と混合し，希釈されてい
たが，下水道接続後は実験洗浄排水のみで放流されることになり，排水基準値超過が多くなる可能性があ
る。有害物質の取り扱いには，今まで以⊥の管理が必要になると考えられる。
2－3　生活排水
　岡山大学からの排水は，児島湖および瀬戸内海といった閉鎖性水域に流れ込んでいる。そのため，
BOD，　COD，全窒素および全りんの項目には，岡山県上乗せ基準が適用されている。
　2－1一（1）で述べたBOD，全窒素および全りんの上乗せ排水基準の日間平均値の超過は，生活排水の
合併処理水が主な原因であると思われる。窒素およびりんを除去するための高次処理の設備を設置するこ
とは困難であるので，合併処理施設の管理業者に運転管理の徹底をお願いしている。
2－4　共同業務
　各部局水質管理員と環境管理センター職員による排水管経路の点検（共同業務）を平成12年8月28日か
ら31日にかけて行った。表8にその点検結果の概略を示す。
　全体的には汚泥の堆積や異物の浮遊等の状況は改善されっつあるが，一部では毎年指摘を受けているに
もかかわらず改善のみられない箇所もある。また，木の根による排水管の閉塞なども多く見受けられた。
このような箇所は，共同業務以外の時にも注意する必要がある。
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表6－1　平成12年度最終放流水水質分析結果
生　　　活　　　環　　　境　　　項　　　目測定項目
@（単位） n八キサン
鰹o物質
img／の
溶解性
@鉄
img〃）
溶解性
}ンガン
img／の採水年月日 団地名
pH COD
img／の
BOD
img／e）
浮遊物質
i皿9／　e）
フ。ノール類
img〃）
?（???
亜鉛
img／の
全クロム
img／の
ふつ素
img／の
北団地 6．9 12 5．0 〈0．5〈0．02 0．01
ｭ0．01
0．06 0．01〈0．01＜0．08
平成12年
@4月19日
一束団地 7．0 6．5 P．0@4．0
　　．　　　W　　冒　　　－
q0．5ｭα02〈0．01 0．01 0．03＜0．01　　’ ＜0．08
西団地 6．4 一題 9．3 4．8 ＜0．5＜0．02 〈0．010．05 0．130．01 ＜0．01＜0．08
北団地 7．2 13 墾 7．0 〈0．5〈α02＜0，01 0．04 0．03 0．02 ＜0．01 0．18
5月18日一束団地 7．0 10 L414 〈0．5〈0，02 Q．0！ 0．04＜0．01〈0．01 ＜0．010．09
一品団地 6．7 11 4．5 1．8 〈0．5＜0．02 ＜0．010．12 0．04 0．01＜0．01 0．14
北団地 6．9 14 16 5．2 ＜0．5〈0．02 0．01 0．04 0．04 0．01〈0．01
6月15日一束団地 72
　一　　　一　　　一　　　一　　　一
T．4@〇，6 6．6 ＜0．5＜0，02 0．01 0．01 0．01＜0．01 〈0．010．10　　一
西団地 6．4 10 5．2 4．4 ＜0．5＜0．02〈0．01 0．070．02 0．01 〈0．01 0．08
北団地 6．6 11 17 9．0 ＜0，5＜0．02 〈0。010．04 0．06 0．03 ＜0．010．11　　一
7月12日健c地@7．3 5．7 〈0．5 7．8 〈0．5〈0，02 〈0．010．03 0．02〈0．01 ＜0．01＜0．08
西団地 6．4 8．1 P4 7．8 〈0．5＜0．02 ＜0．010．04 0．19 〈0．01＜0．Q1 0．11
北団地 6．7 9．1 4．8 5．0 0．6＜0．02 ＜0．010．02 0．010．01＜0．01 0．13
8月1日東団地 7．3 7．3 1．9 5．0 〈0．5＜0．02 ＜0．010．01 〈0．01 〈0，01 ＜0．01＜0．08　　　一
西団地 6．7 9．0 6．2 3．6 〈0．5〈0，02 ＜0．01 Z．010．01〈0．01 ＜0．01 ＜0．08
北団地 6．9 7．9 4．5 7．8〈0．5＜0．02 ＜0．01 0．03 0．05＜0．01　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一 〈0．01 0．18
9月12日健c地 6．9 6．9 1．5 14 〈0．5＜0．02 ＜0．01＜0．01 0．05〈0．01　　7　　　冒　　四
西団地 6．8 9．6 1．7 6．0 ＜0．5〈0．02 ＜0．010．05 0．05 〈0．01 〈0。0120
北団地 6．8 11 7．5 5．6 ＜0．5〈0．02 0．01 0．05 0．03 0．01＜0．0！＜0．08
10．月11日
7　　r
健c地 7．2 7．0 3．0 6．6 〈0．5＜0．02 ＜0，010．02 0．01＜0．01 〈0．010．09　　’
西団地 6．5 7．5 4．3 2．0 ．＜0，5＜0．02 ＜0．01 0．010．06 0．01〈0．01＜0．08
北団地 6．8 4．3 3．0 2．4 〈0．5＜0。02 ＜0．010．05 0．02 ＜0．01＜0．01 0．22
11月8日?c地 72 5．5 1．8 5．2 ＜0．5＜0．02 ＜0．010．03q0．01＜0．01＜0．01 0．23
ｼ団地 6．8 6．8 4．2 3．0 〈0．5〈0．02 ＜0．01
　一　　　一　　　一　　－　　冒
O．04 0．08 〈0，01＜0．01 0．24
北団地 7．0 6．7盟 2．4 ＜0．5〈0．02＜0．01 0．07 0．04 〈0．01 ＜0．010．09
12月13日東団地 7．4 7．7 5．7 5．0 ＜0．5〈0．02 ＜0．010．04 0．02〈0．01＜0．01＜0．08
西団地 6．6 9．0 7．8 2．4 〈0．5〈0．02 ＜0．010．09 0．07 〈0，01＜0．01＜0．08
北団地 6．9 11 8．2 2．4＜0．5＜0．02＜0．01 0．09 0．02 〈0．01＜0．01
平成13年
@1月10日東団地 7．0 8．1 5．6 5．0 ＜0．5〈0．02 ＜0。010．05 0．020．06＜0．01＜0．08
西団地 6．0 11 6．3 2．4 ＜0．5〈0．02＜0，01．
　一　　一　　　一　　　－　　　冒
O．06＜0．01 〈0．01〈0．01 ＜0．08
北団地 6．9 11 227．一一一一 4．6 ＜0．5〈0．02＜0．01 0．050．01＜0．01 ＜0．01＜0。08
2月7日東団地 7．4 7．3 1．7 3．8 ＜0。5く0．02 〈0．010．04＜0．01＜0．01 ＜0．01＜0．08
f団地 6．7 7．3 3．4 4．0 ＜0．5＜0．02 0．010．06 O．02 〈0．01＜0．0！＜0．08
北団地 6．8 8．3 10 4．6 ＜0．5〈0．02 ＜0．01 0．010．06 0．02＜0．01＜0。08
3月7日東団地 7．1． 15 10 4．0 ＜0．5〈0．02 〈0．010．03 0．02 0．08 ＜0．01＜0．08
西団地 6．5 7．8 4．5 2．2〈0．5＜0．02　　　一ｭ0．010．01 0．030．02＜0．01 ＜0．08
排　水　基　準
@（酒間平均）
5．8
`8．6
160
i120）
200
i150）
鉱物油5
ｮ植油30
5 3 5 10 10 2 15
岡山県上乗せ基準
@（日間平均） 一
50
i30）
30
i20）
70
i50） 一 一 『 一 一 一 ｝ 一
一44一
表6－2　平成12年度最終放流水水質分析結果
生活環境項目 有　　　　害　　　　物　　　　質測定項目　／出倍、　k午ロムノ
カド請ム冊が　シアン 鉛　及　び六価クロムひ素及び　　　　　　　トリクロロ
採水年月日 団地名
大腸菌群数
i個／c皿3）
全窒素
img〃）
全りん
img／の
！》　1　、　’　　　μ、》
ｻの化合物
img／　e）
ｻ合物
i皿9／の
その化合物
img／の
化合物
img／の
その化合物
img／の
ム7レ全旦ごゴニ　／」、　ン杁
i皿9／の
エチレン
img／の
北団地 0 25 3．0 〈0．005〈α01 ＜0．005＜0．04〈0．005〈0．0005 〈0．001
平成12年
@4月19日ｩ団地 0 25 1．6 〈0．005〈0．01＜0．005〈0。04＜0．005 〈0．0005＜0．001
ｼ団地 0 14 1．6 ＜0，005＜0．01＜0．005〈0．04＜0．005＜0．0005．〈0．001
北団地 0 盤 3．7一 〈0．005＜0．01＜0．005＜0。04＜0．005＜0．0005＜0．001
5月18日束団地 0 17 2．9 〈0。005＜0．01く0．005〈0．04．＜0．005〈0．0005＜0．001
西団地 0 38一 3．8一 〈0．005＜0．01〈0．005〈0．04＜0．005〈0，0005〈0。001
北団地 0 20 4．1一 ＜0．005＜0．01＜0．005＜0．04＜0．005＜0．0005＜0．001
6月15日東団地 0 8．6 3．6一 ＜0．005〈0．01＜0．005．＜0，04 ＜0．0005＜0．001
i団地 ．2900 18 4．1｝ 〈0．005〈0．01〈0．005
　．　　一　　一　　一　　－　　－　　〒　　一　　一
ｭ0．04＜0．005＜0。0005＜0．001
0 18　　　7 ＜0．01＜0．005〈0．04　　一　　　一　　　一　　　．　　　　．　　　一 ＜0．0005＜0．001
7．月12日 0 10 2．5 ｭ0．005＜0．01〈0．005＜0．04〈0．005
西団地 2 10 1．6 ＜0．005〈0．01〈0．005＜0．04〈0．005 ＜0．0005 〈0．001
0 10 ＜0．005〈0．01＜0．005　　　一　　　一
ｭ0．04 q0．0058月1日 75 U．0 5．9一 ＜α005 ＜0．005 ｭ0．0005ｭ0．001　　一　　　一　　　．　　　7　　　一　　　一
西団地 280 3．4 1．7 ＜0．005＜0．oiく0．005＜0．04＜0．005＜0．0005〈0．001
北団地
???????????????????????
7．7 1．3 〈0．005〈0，01＜0．005〈0．04〈0．005〈0．0005　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　■　　　匿
9月12日 @10 4．3 〈0．005〈0．01く0。005＜0．04＜0．005〈0．0005
ｼ団地@　0
　　匿　　　匿
X．0 @2．2 ｭ0．005 ｭ0．01モO．005ｭ0．04〈0．005＜0．0005く0．001
北団地 0 1．8 〈0．005 〈0．0005　　　一　　　．　　　一　　　－　　　一　　　一
10月11日
????????????
0 11 ＜0．005＜0．01＜0．005　　　一　　　一 ＜0．0005＜0．001
西団地 0 13 2．2 〈0．005〈0．01＜0．005〈0。04＜0．005〈0．0005＜0．001
北団地 0 16 〈0。005＜0．01〈0．005＜0．04
モO．005
＜0．0005＜0，001　　　．　　　一　　　一　　　．
11月8日東団地 0
　．　　胃　　一　　一　　一　　．　　．　　國　　’
P0 @1．9
〈???????? 　　　一　　　　　　　　　一
ｭ0．04　　．　　　．　　　r　　　一　　　一　　　一　　　一
モO．0005ｼ団地 0 8．2 Z．98 〈0．005＜0．01＜0．005＜0．04モO．005 ＜0．001
北団地 0 17 1．6 ＜0．005 〈0．005 ＜0．005＜0．0005〈0．001
12月13日 0 3．7 1．8 ｭ0．005〈0．01
　　　一　　　　　　　　　　一
ｭ0．005q0．04＜0．005〈0．0005＜0．001
西団地 0 8．8 0．89
＜。，。。5t
＜0．01〈0．005＜0．04く0．005〈0．0005＜0．001
北団地 0
@15
1．3 ＜0．005〈0．01＜0．005＜0．04＜0．005＜0．0005＜0．001
平成13年
@1，月10日
????????
0 〈0．005＜0．01〈0．005＜0．04く0．005＜0．0005＜0．001
西団地 0 P9 2．9 〈0．005＜0．01〈0．005＜0．04く0．005
　　㍗　　一　　一　　’　　一　　一　　一　　一
ｭ0．0005 ｭ0．001
????????????
0 14 1．3 ＜0．01＜0．005〈0．04く0．005〈0．0005く0．001
2月7日 0 6．7 0．22 〈0．005＜0．01〈0．005＜0，04．く0．005＜0．0005く0．001
西団地 0 14 1．5 ＜0．005＜0．01＜0．005〈0．04＜0．005＜0．0005＜0，001
北団地 0 12 1．8 ＜0．005＜0．01〈0．005〈0．04〈0．005＜0．0005く0．001
3月7日ｩ団地@　23 25 1．7 ＜0．005＜0．01〈0。005＜0．04 ＜0．0005く0．001　　　．　　　一　　　一　　　－
?c地 0 14 1．2 〈0．005＜0．01〈0．005
　冒　　　冒　　　一　　　h　　　一　　　一　　　一　　一
ｭ0．04く0．005＜0．0005＜0．001
排　水　基　準
@（日問平均） （3000）
120
i60）
16
i8） 0．1 1 0．1 0．5 0．1 0，005 0．3
岡山県上乗せ基準
@（日間平均） 一
50
i25）
??）
一 一 一 『 一 一 一
一45一
表6－3　平成12年度最終放流水水質分析結果
有　　　　　　害　　　　　　物　　　　　　質測定項目
@（単位） 1，1．2一
gリ夘ロエタン
i皿9〃）採水年月日 団地名
テトラクロロ
@　エチレン
@（mg／の
ジクロロエタン
img／の
四塩化炭素
img／の
1，2一
Wクロロエタン
@（mg／の
1，1一
W夘ロエチレン
img／の
シスー1，2一
Wク叩エチレン
img〃）
1，1，1一
gリ二一エタン
img／の
ベンゼン
img／の
セレン
img／の
北団地 ＜0．0010，009 ＜0．0002〈 ．0004＜0．001 く0。001 〈0．001〈0．0006　胃　　－　　「　　匿　　一　　一　　一　　一 ＜0．001 〈0．005
平成12年
@4月19日東団地 ＜0．001＜0。001〈0．0002
＜0．0004　　　一　　一　　．　　’　一　　一 ＜0。001 ＜0．001＜ ．0006＜0．00！＜0．005
西団地 ＜0．0010，059 〈0．0002＜ ．0004〈0．001 ＜0．001 ＜0．001〈0． 006〈0。001 ＜0．005
北団地 ＜0．001〈0．001＜0．0002＜0．0004＜0．001 〈0．001 ＜0．001〈0． 006〈0．001 ＜0．005
5月18日東団地 ＜0．001 〈0，001〈 ．0002〈0．0004〈0．001 ＜0．001〈0．001〈0．0006〈0．00／〈0，005
西団地 ＜0．001＜0．001 〈0．0002＜ ．0004〈0．001 ＜0．001 〈0．001〈0． 006＜0．001 ＜0．005
北団地 ＜0．001＜0．001＜0，0002 ＜0．0004＜ ．001 〈0．001 ＜0．001＜0， 006 ＜0．005　　「
6月15日東団地 ＜0．001＜0．001＜0．0002〈0．0004＜0。001＜0．001＜0．001＜0．0006＜0．001＜0．005　　　一　　　一　　　一　　一
西団地 ＜0．001 〈0．001＜ ．0002＜0．0004〈0．001 〈0．001＜0．001〈0．0006〈0．001 ＜0．005
北団地 ＜0．001＜0．001＜0．0002＜0．0004＜0．001 ＜0．001 ＜0．001＜0． 006＜0．001 ＜0．005
7月12日東団地 ＜0．001 ＜0。001 〈0．0002〈0． 04＜0．001 〈0．001〈0．001〈0．0006＜0．001 〈0．005
西団地 ＜0．0010，008 ＜0．0002＜ ．0004〈0．001 〈0．001 ＜0．001＜0． 006＜0．001 ＜0．005
北団地 ＜0，001〈0．001＜0．0002＜0．0004＜0．001 ＜0．001 ＜0．001＜0． 006＜0．001 ＜0．005
8月1日東団地 ＜0．001 〈0．001＜ ，0002＜0，0004＜0．001 ＜0．001 ＜0．001＜0． 006＜0．001 ＜0．005
西団地 ＜0，0010，004 く0．0002＜ ，0004〈0．001 ＜0．001 〈0．001＜0． 006＜0．001 ＜0．005
北団地 ＜0．001く0．001＜0．0002＜0．0004く0．001 く0．001〈0．001＜0．0006＜0．001 く0．005
9月12日東団地 ＜0．001〈0．001
　　一　　冒　　　．　　　－　　　一　　　．　　　一　　一　　　一
ｭ0．0002モO．0004＜0．001 〈0．001
　　　一　　－　　　一　　　－
ｭ0．CO1
モO．0006＜0．001 〈0．005
西団単 ＜0．001 〈0．001〈0．0002＜0．QOO4＜0．001 ＜0．001 q0，0006＜0．001 く0。005
北団地 ＜0．001＜0．001＜0．0002＜0．0004＜0．001 〈0。001 〈0．001＜0． 006＜0．001〈0．005
10月11日東団地 ＜0．001 〈0．001〈 ．0002 ＜0．0004＜ ．001 〈0．001＜0．001＜0．0006＜0．001 〈0．005
西団地 ＜0．001 〈0．001〈0．0002＜0．0004＜0．001＜O．001＜0．001＜0．0006＜0．001 く0．005
北団地 ＜α001＜0．001＜0．0002＜0．0004＜0．001 ＜0。001〈0．001〈0。0006＜0．001 〈0．005
11月8日東団地 ＜0．001＜0．001 〈0．0002
　　　ρ　　一　　一　　ゴ　　一
モO．0004ｭ0．001＜0．001＜．0．001＜0．0006＜0．001
　　　一　　冒　　一　　　．
q0．005　　　一　　一　　冒　　　匿
西団地 〈α001〈0．001〈0．0002 ＜0．0004〈 ．001 く0．001 ＜0．001＜0． 006＜0，001〈0．005
北団地 ＜0。001 ＜0。001＜ ．0002＜0．0004＜0．001 ＜0．001＜0．001＜0．0006＜0．001 ＜0．005
12月13日東団地 ＜0．001 〈0．OQ1＜0．0002 ＜0．0004＜ ．001 く0，001 ＜0。001＜0． 006＜0．001
　　「　　一　　一　　一　　一
ｭ0．005　　一　　　一　　－　　－　　　匿
f団地 モO．001＜0．001＜0．0002 〈0．0004＜ ．001 〈0．001 〈0．001
　　一　　一　　一　　－　　一　　匿　　冒　　一　　一
ｭ0． 006ｭ0．001＜0．005
北団地 ＜0．001〈0．001 ＜0．0002＜ ．0004＜0、001 ＜0．001 〈0．001＜0． 006＜0．001＜0．005
平成13年
@1月10日東団地 ＜0，001＜0．001＜0．0002 ＜0．0004＜ ．001 〈0．001
　　．　　一　　ρ　　一　　一
ｭ0，001
一く0．0006　　一　　　－　　　一　　－　　　　．　　　一　　一　　　一　　　一
＜0．001 ＜0。005
ｼ団地 ｭ0。001＜0．001＜0．0002 ＜0．0004モO．001 ＜0．001 ＜0．001＜0． 006
二一
ｭ0．001〈0．005
北団地 〈0．001 ＜0．001〈0．0002 ＜0．0004〈 ．OQ1 ＜0．001 〈0．001＜0． 006〈0．001＜0．005
2月7日東団地 ＜0．001＜0．001＜0．0002 ＜0．0004
　　．　　r　　一　　幽　　一　　一
ｭ ．001＜0。001 ＜0．OQ1＜0．0006＜0．001＜0．005　　　一一己一
ｼ団地 ｭ0．0010，093 〈0．0002〈 ．0004＜0．001〈0．001 ＜0．001く ．0006＜0．001〈0．005
北団地 ＜0．0010，001＜0．0002＜0．0004〈0。001 ＜0．001＜ ．00】．＜0．0006＜0．001〈0．005　　　一　　　一　　一　　　匿
3月7日東団地 ＜0．001〈0．001＜0．0002＜0．0004＜0．001 〈0．001 ＜0．001〈O． 006＜0．001＜0，005
ｼ団地 ｭ0．0010，098〈0．0002 〈0．0004〈 ．001 〈0．001＜0．001＜0．0006＜0．001 ＜0．005
排　水　基　準
@（酒間平均） 0．1 0．2 0．02 0．040．2 0．4 3 0．06 0．1 0．1
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表7　平成12年度pH異常発生件数
　　　水素イオン濃度（pH）の排水基準［水質汚濁防止法］：5．8以上8．6以下
遺伝子実験施設教育学部 理学部 薬学部工学部 環境理工学部
酸性異常（pH5．8未満） 0 0 0 4 2 2
アルカリ性異常（pH8．6超） 0 0 0 1 0 17
合　　　　　　　計 0 0 0 5　　　　　2 19
農学部 一般教育棟 大学七口科学駿科 大学院VBL合併処理水 合　計
酸性異常（pH5．8未満） 2 0 1 2 0 13
アルカリ性異常（pH8，6超） 0 0 1 0 0 19
合　　　　　　　計 2 0 2 2 0 32
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図6　pH異常年間発生件数の推移
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表8　平成12年度　共同業務における配管ルート等点検結果（各部局概要）
部　局　名 実施日時 部局参加者 点検系統 配　　　管　　　点　　　検　　　状　　　況 pH検水槽 ポンプ槽
事　　務　　局 8／28（月）X：30－9：40
小林雅行 生活系 排水量が少ない箇所でつまりが認められた … 異物混入
学生生活課 8／29（火）X：50－11：00大倉嘉夫当x二次夫他2名生活系
南・北福利施設の油脂処理槽は，良好に機能しているように見受けられた
^動場南のポンプ槽は異物の取り除きが必要である 一
異物混入，スカ
?ｬ入等
保　健　管　理
Z　ン　タ　一
8／29（火）
X：30－9：40
今井あゆみ 洗浄系 異常なしO年度CODが高かった箇所についても改善されている ｝ 一
総合情報処理
Z　ン　タ　一
8／29（火）
P1120－11135
萱原史子 生活系 異常なし 一 一
遺伝子実験施設 8／28（月）P4：05－14：10
竜門有希
ﾎ黒徹夫他3名洗浄系 異常なし 異常なし 『
附属図書館 8／29（火）P1：35－11：50岩井邦雄｡谷晴美 生活系 異常なし 一 一
文　　　法
a@済　学　部
8／30（水）
P5：20－16：30
石部利幸
ｴ長　修 生活系 異常なし 『 異常なし
教　育　学　部 8／31（木）X：30－10：30
藤成靖司 洗浄系i生活系） 汚泥の堆積，油膜，研磨かす等が毎年みられる箇所がある≒Fの排水が流入している箇所があり原因調査と事後処置を行った 異常なし 紫色の排水が流
理　　学　　部
ﾜ：コラボレーション・センター
8／31（木）
P0：30－11：50
松本洋介
o石家文和他1名洗浄系i生活系） 汚泥の堆積が数ヶ所で認められたV規に設けられたコラボレーション・センターの排水経路の確認を行った 汚泥堆積 異常なし
薬　　学　　部 8／28（月）P3：30－14：15
増田和文
ﾎ黒徹夫他3名洗浄系i生活系）
汚泥の堆積が数ヶ所で認められた
`ップ，パッキン等の異物の混入が数ヶ所で認められた 異物混入 異常なし
工　　学　　部 8／30（水）X：30－11：15
廣田和弘
R根正二他3名洗浄系i生活系）
汚泥の堆積，油膜，異物の混入等が数ヶ所で認められた
?Rれの恐れがある箇所があり補修する必要がある
槽近辺での
?Rれあり
異物混入，スカ
?ｬ入等
環境理工学部 8／30（水）P3：30－14：10
武縄光志
ｬ林茂男 洗浄系i生活系） 汚泥の堆積が数ヶ所で認められた?厓H事の排水経路の確認を行った（未完成，完成後再確認する予定） 異常なし 異常なし
農　　学　　部
ﾜ：附殿場勘主脚施設
8／28（月）
X：50－11：30
仁戸田照彦
|下政一他6名洗浄系i生活系）
汚泥堆積については前年度に比べてかなり良好な状態になった
ﾙ物の混入や土砂の堆積が数カ所でみられた 異物混入
農場最終放流：
@電流値が高い
一般教育棟i教務課）
8／28（月）
P4：45－15：45
岩知道正
ｽ賀美紀 洗浄系i生活系）
洗浄系経路に生活系排水の流入箇所があり汚泥の堆積が認められた
､磨かす，粘土質等の異物の混入が認められた 汚泥堆積 異常なし
RI共同利用ﾃ　島　施　設
8／31（木）
P1：40－11：50
蜂谷欽司
ｼ本洋介他1名洗浄系 異常なし 一 一
大学院自然ﾈ学研究科
8／30（水）
P4：4Q－15100
岩藤章正
ｼ村勝美他2名洗浄系 多量の汚泥が堆積している箇所が認められた 異常なし 一
大学院ベンチャー・
rジネス・ラボラトリー
8／30（水）
P4：20－14；35
西村勝美
?ｺ美紀子 洗浄系 異常なし 異常なし 異常なし
施設部および環境管理センター点検者共：峯　光広，小林雅行，阿部純一，竹内文章，井勝久喜，加瀬野悟，田中雅邦，香川晴美，秋吉延崇，新原みさ子，前原　正
3．廃棄物管理部門
　廃棄物管理部門では，廃棄物管理規程に基づきセンター長を通じて学長に報告される岡山大学内の廃棄
物の集計を行っている。
　平成12年12月に「平成10・11年度学内廃棄物発生・処理・処分集計による廃棄物報告書」を500部作成
し，全学の環境管理センター廃棄物管理員を中心に配布した。
　平成12年度部局別廃棄物処理量の集計結果を表9に示す。全学の廃棄物総発生量は，平成11年度に比べ
約4％減少しているが，集計を始めた平成10年度からほとんど横這いの状況である。
　廃棄物の処理及び清掃に関する法律が，平成12年6月2日に大幅に改正された。ここで特に紹介してお
きたい事項として，産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物に関して，多量排出事業者（産業廃棄物は1000ト
ン／前年度，特別管理産業廃棄物は50トン／前年度）は産業廃棄物処理計画及びその実施の状況の報告を，
県知事または市長に報告することが必要となった。
　図7は平成12年度津島地区資源化物・廃棄物収集状況を示す。平成11年度の合計量と比較を行うと，可
燃ごみで39％，弁当がら＋不燃ごみで51％減少した。また，再資源化物に相当する飲料びん＋試薬びんで
9％，ペットボトルで37％の増加が見られた。
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図7　平成12年度　津島地区資源化物・廃棄物収集状況
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表9　平成12年度部局別廃棄物処理量集計（環境管理センター集計）
年間処理量（t）
部　　局　　名
特別管理
Y業廃棄物
?摎ﾊ（t）
産業廃棄物
ﾇ理票発行
≒煤i枚）
再資源化
ｵた量
学内処理
ｵた量
学外処理
ｵた量
廃　棄　物
ｭ生合計量
@（t）
事　　　　務　　　　局 一 6 28．14 一 43．18 71．32
学　　　　務　　　　部 一 5 65．12 0．18 28．45 93．75
学務部・一般教育棟 0．68 5 17．38 0．68 19．17 37．23
保健管理センター 一 一 　 0．19 2．84 3．03
アイソトープ総合センター 一 一 一 0．31 一 0．31
総合情報処理センター 一 一 一 一 0．76 0．76
固体地球研究センター 0．09 3 1．21 0．09 8．72 10．01
附　属　図　書　館 一 『 1．45 一 2．63 4．08
文・法・経済学部 一 一 31ユ8 一 31．50 62．68
教　　育　　学　　部 0．35 12 12．52 0．34 20．93 33．79
理　　　　学　　　　部 3．96 3 39．36 3．83 48．94 92．13
医　　　　学　　　　部 2．25 101 261．30 2．97 1．05 265．31
医学部附属病院 263．70 228 73．55 126．50 923．531，123．58
医学部附属病院三朝分院 15．18 14 4．00 0．02 45．42 49．44
歯　　　　学　　　　部 0．08 一 3．87 0．68 100．00 104．55
歯学部附属病院 一 5 7．22 一 4．44 11．66
薬　　　　学　　　　部 4．45 23 14．30 4．17 37．52 55．98
工　　　　学　　　　部 18．09 36 60．51 16．24 62．51 139．26
環　境　理　工　学　部 5．60 48 18．67 5．36 106．58 130．61
農　　　　学　　　　部 18．89 40 25．01 0．73 60．01 85．75
資源生物研究所 0．13 59 31．31 0．16 31．24 62．71
環境管理センター 11．54 6 『 0．50 14．64 15．13
大学院自然科学 一 一 一 『 0．14 0．14
合　　　　　　計 344．99 594 696．10 162．931，594．172，453．20
津　島　地　区　合　計 63．56 184．00 313．64 32．21 479．78 825．63
鹿　田　地　区　合　計 266．03 334．00 345．94130．451，029．021，505．41
倉　敷　地　区　合　計 0．13 59．00 31．31 0．16 31．24 62．71
三　朝　地　区　合　計 15．27 17．00 5．21 0．11 54．14 59．45
環管センター処理合計 一 『 一 36．43 一 一
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4．環境管理部門
（1）化学物質管理
　平成11年7月13日に「特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律」
（いわゆるPRTR法）が公布され，わが国においても平成13年度からPRTRが施行される。　PRTRは，
環境汚染の恐れのある有害な化学物質の環境中への排出量や廃棄物としての移動量のデータ目録を作成し，
公表する仕組みである。対象化学物質を取り扱う事業者は，対象物質の1年間の環境への排出量，移動量
を都道府県知事を通して国へ報告する義務があり，国は，届出対象以外（家庭，農地等）の排出量を推計し，
届出量と合算し，環境への排出量と移動量を公表する。また個別事業所データも開示する。対象となるの
は，製造業，電気・ガス業，高等教育機関（大学等）などの常用雇用者21人以上の事業者で，いずれかの第
一種指定化学物質を1t以上（発がん性がある物質については，年間取扱量。．5t以上）取り扱う事業者で
ある。また，第一種指定化学物質として356種類が指定されている。
　このPRTRへの対応も含めて，岡山大学における化学物質管理を検討するため，環境管理センターで
は，化学物質管理ワーキングループを設置して検討を進めている。
　PRTR法の定める化学物質について，岡山大学全体での購入量，使用量は全く把握できておらず，把
握するシステムもないのが現状である。そこで，化学物質管理ワーキンググループでは，当該化学物質に
ついてのアンケート調査を行った。以下にその内容を示す。
化学物質管理に関する調査（第一種指定化学物質の取扱量に関する調査）
調査依頼日　平成12年9月6日
調査依頼先：学内287グループ
調査内容：1）第一種指定化学物質354種類のうち17種類の化学物質について平成11年度の購入量，使
　　　　　　用量，貯留量
　　　　　2）使用量の多い（概ね年間lkg以上）第一種指定化学物質について平成11年度の購入量，使
　　　　　　用量，貯留量購入量
　　　　　3）その他の第一種指定化学物質（無機化合物類，有機化合物類，農薬類，その他に分類）の
　　　　　　使用の有無
回収結果：265グループ（回収92％）
　化学物質に関する調査で得られた津島，鹿田地区での年間購入量及び年間使用量の集計結果を図8に示
す。集計結果から，PRTR法の対象となる年間取扱量1t以上（2年間暫定量5t以上）の第一種化学物質は
なかった。使用量が最大であったのは，クロロホルム（津島地区）で，827kgであった。
　平成13年度から施行されるPRTR法に岡山大学として直ちに対応する必要はないが，2年間の暫定期
間を経過すれば，いくつかの化学物質が対象となる可能性がある。また，PRTR法への対応のみならず，
大学における化学物質管理は必要不可欠と考えられる。そのためには，全学の化学物質管理システムを構
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　　　図8　化学物質管理に関する調査結果
築する必要があり，そのシステム構築のための全学的協力と予算面でのバックアップが必要である。
　なお，実施した化学物質に関する調査の集計結果とPRTRについて解説した冊子rPRTR環境汚染
物質排出・移動登録七一解説と対応一」（16頁，2000年12月発行）を作成『し，調査依頼をした全研究グルー
プと環境管理センターの関係委員会の委員および関係者に配布した。
（2）グリーン購入
　「国等による環境物品等の調達の推進に関する法律」（いわゆるグリーン購入法）が平成12年5月24日に
参議院で可決され，5月31日公布された。この法律は，高等による環境負荷を低減させる物品・役務（環
境物品等）の調達の推進，情報の提供，その他の環境物品等への需要の転換を促進するために必要な事項
を定め，環境への負荷の少ない持続的発展の可能な社会の構築を図ることを目的としている。
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環境管理センターでは，平成12年4月から，グリーン購入について解説した冊子を作成することを企画
し準備を進めていたが，その冊子の印刷中に上記の法案が可決された。完成した冊子は，「グリーン購入
ガイドブック」（14頁，20CO年6月発行）で，グリーン購入，商品選択のための環境データの一部，国の取
り組みなどを解説している。ただし，グリーン購入法については前述の事情から記述できていない。この
ガイドブックにグリーン購入法について解説した文書を添付して，岡山大学の全教職員に配布した。
（3）環境マネジメント
　河原センター長を研究代表者として下記に示す環境マネジメントに関する教育研究学内特別経費を申請
し，採択された。この教育研究学内特別経費によって，環境マネジメントのプロジェクトが行われた。
平成12年度教育研究学内特別経費
「岡山大学における環境マネジメントシステム形成に関する基礎的研究」
　研究組織
　研究代表者：河原長美（環境理工学部・教授，環境管理センター長）
　研究分担者：山本重雄（薬学部・教授，環境管理センター排水管理部門部門長）
　　　　　　　阪田祐作（工学部・教授，環境管理センター廃棄物管理部門部門長）
　　　　　　　横山文義（環境理工学部・教授，環境管理センター環境管理部門部門長）
　　　　　　　杉尾　剛（自然科学研究科・教授，環境管理センター廃液管理部門部門長）
　　　　　　　竹内文章（環境管理センター・助手）
　　　　　　　二三久喜（環境管理センター・助手）
　　　　　　　加瀬二二（環境管理センター・助手）
　研究経費　　三三　4，000，000円
　　　　　　　旅費　　200，000円
　次に，本プロジェクトの概要を述べる。
研究の目的
　岡山大学の構成員が環境に関心をもち，継続的に環境を改善するための学内環境マネジメントの構築を
目指し，その準備のための調査，基礎的研究を行うことを目的とする。また，岡山大学が環境に配慮した
教育研究活動を行う大学となることを目標に，将来的にはISO14000の認証取得も視野に入れてプロジェ
クトを進める。
プロジェクトの内容：
　1）岡山大学の諸活動によって生じる環境負荷の調査，研究
　2）外部専門家による環境マネジメントに関する講演会の開催
　　（全学構成員への教育，広報）
　　　　「大学における環境マネジメントシステムの構築にむけて」
　　　　　　日時：平成12年11月28日　13：30～15：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－53一
　　　　　場所：大学院自然科学研究科棟第2講義室
　　　　　「挨拶」　　　　　　　　　　　　　　　　　　篠田　純男　教授
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（環境管理センター技術相談室長）
　　　　　「環境マネジメントとは一ISO14000の概要」　栗正　範雄i氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（サンキョウ公害技術センター）
　　　　　参加者：36名
3）外部専門家による環境マネジメント実施のための勉強会の開催
　　　　　日時：平成12年12月18日　10：30～12：00
　　　　　場所：大学院自然科学研究科棟小会議室
　　　　　rlSO14000認証取得スケジュール」
　　　　　「プレレビューと予備調査について」　　　　　栗正　範雄　氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（サンキョウ公害技術センター）
　　　　　参加者：河原　長美，山本　重雄，杉尾　剛，竹内　文章，井勝　久喜，
　　　　　　　　　加瀬野　悟，小林　雅行，田中　雅邦
4）上記勉強会の結果を踏まえた各研究室における予備的調査
　　環境管理センター，薬学部・山本研究室，工学部・阪田研究室
　　環境理工学部・河原研究室，農学部・杉尾研究室
5）購入した環境マネジメントに関する図書による予備的調査
6）ISO14000認証取得大学の視察，調査
　　京都精華大学，法政大学，早稲田大学，日本分析専門学校
　なお，本プロジェクトの研究成果をまとめた平成12年度教育研究学内特別経費研究成果集「岡山大学に
おける環境負荷の現状と環境マネジメントシステムの構築」（189頁，2001年3月発行）を作成し，関係者
に配布した（平成13年5月）。
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